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令和６年度 事業報告書 

Ⅰ 公益事業 
１．調査研究事業 

（１）高自然放射線地域住民の疫学調査研究 

（公財）体質研究会は、中国・広東省に存在する高自然放射線地域に注目し、

1992（平成４）年から中国の研究者と共同して地域住民のがんり患およびがん死

亡を中心とした健康調査を実施してきた。さらに、1998（平成 10）年より、中国

の高然放射線地域より高い放射線量を示すインド・カルナガパリ地区においても

同様な調査を開始した。 

この様な中、2011（平成 23）年 3 月に発生した東電・福島第一原発の事故後、

低線量被ばくの健康影響が話題となり、2011 年 5 月の第 58 回国連科学委員会

（UNSCEAR）において「低線量放射線の健康影響に関する疫学研究」が検討課題

として採択され、その後の議論を経て、2018 年 4 月、国連科学委員会の報告書

（UNSCEAR 2017 REPORT）にて「環境放射線源からの低線量率放射線の被ばくに

よるがんリスクの疫学研究」として公表された。 

さらに 2020 年に入って世界的な新型コロナ（COVID-19）感染症の影響を受け

調査活動が大きく制約されることとなった。また、中国の高自然放射線地域では、

近年の社会環境の変化により住民の移動が盛んになり、疫学調査が困難となった。

このため、2015（平成 27）年以降、調査の対象をインドに絞り調査を進めている。

しかしながら、インドにおいても 2021 年 5 月で健康調査担当者が退職し、イン

ド側の研究体制の立て直しを迫られることになった。 

一方、インドネシア原子力庁よりインドネシアにおける高自然放射線地域につ

いて疫学調査の協力要請の打診があり、2015 年より、現地の線量測定を実施する

とともに、現地の情報を収集して健康調査の可能性の検討を進めており、2023

年度は現地の研究者を交え検討会を開催した。また、インドについても現地の研

究者を中心にした検討会を実施した 

今年度は検討会の結果をもとに、インドネシア・バンカ島において健康リスク

推定に向け、引き続き放射線計測調査を実施し、より詳細なデータを収集すると

ともに、今後の研究のポイントについて検討した。 

また、インドについてはデータベースの整理更新とともに研究体制の構築につ

いて検討した。 

 

（２）放射線リスク評価に関する調査 

（公財）体質研究会は、昭和 59 年に「放射線リスク検討会」を組織して以来、 

放射線のリスクに関心を持つ研究者を集め、様々な視点より放射線のリスクに 

ついて調査・研究を進めてきた。 
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そのような中、平成 23 年 3 月 11 日、東日本大震災に伴い発生した東京電力福島 

第一原子力発電所の事故はヒトの放射線防護を考える上で、低線量率放射線の長 

期被ばくの健康影響を知るとともに、放射線のリスク評価について、正しい理解 

を進めることの必要性を示すことになった。 

そこで、当財団では、発がんのメカニズムに新たな理論的説明を加える可能性 

が期待される組織幹細胞に関する情報の収集と放射線防護体系への適用につい 

て考えることとした。すなわち、2016(平成 28)年 2 月には“線量率と幹細胞動 

態との関連に関する検討会”を開催するなど、幹細胞の研究に関する国内外の状 

況、研究動向についての議論を深めた。 

今年度は、昨年度同様に近年問題とされている LNT 仮説（しきい値無し直線仮 

説）について注目し、情報を収集した。 

 

２．アイバンクの運営  

京都大学医学部附属病院眼科と連携して角膜移植に協力するため、今年度は次の 

事業を行った。 

（１）登録者２名より４眼の献眼があり、３眼をあっせんし、３眼を保存眼とし 

た。 

（２）眼球提供者の登録業務・・・ ３０名より登録があった。 

（３）啓発活動 

１）奈良アイバンク主催の「第３９回京都・滋賀・奈良地区アイバンクシン 

ポジウム」に出席した。 

２）知恩寺手作り市での啓発活動は、３回実施した。 

３）京都府・市関係施設、京大病院眼科及び関連病院である武田病院他７病 

院、国立大学、京都府免許試験センター、老人ホーム、調剤薬局等の施 

設に、ポスターの掲示を依頼し、またパンフレットの補充も行った。 

４）京都府主催の催事（「観桜会」「観芸会」）に参画し、京都府臓器移植コ 

ーディネータ―・京都府立医科大学アイバンクと連携して啓発活動を行 

った。 

５）機関誌｢愛の光｣を登録者に配布するとともに、まさかの時の献眼が実現    

    するよう啓発した。 

 

 

３．「いのちの科学」の研究・普及 

平成１７年度から継続している「文理一体となった多面的ないのちの科学」 

の研究に引き続き、平成２１年度から男性中心の研究会を改め、女性からの視点、 

宗教との関わりなど、より広い視野に立つ「共に生きる」をテーマとした「いの 

ちの科学」の研究を進め、平成２６年度からの５年間は、未来ある子どもたちと 

急速に増え続けている高齢者に対して「生き甲斐」を感じられるような発信をす 

べく、「少子高齢社会を生きる」をテーマにした研究を始め、令和元年度からの 

５年間は、「人工頭脳と社会環境」を、そして、令和６年度以降は「健康に
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生きる」をテーマに研究を進め、次のフォーラム及び小規模での例会（研究会）

等を実施した。 

（１）令和６年７月１３日(土)：自己免疫疾患・アレルギーの最新医学 

演題１：免疫学から学ぶ人類史（橋本求／大阪公立大学教授） 

演題２：自己免疫疾患治療の最新医学 

（吉田常恭／京都大学がん免疫総合研究センター医員） 

（２）令和６年１２月１５日(日)  

：皮膚の老化とがんから肌を守るセルフチェックの極意 

演題１：しみ・しわから美しい肌を守るためのセルフケア 

（古川福実／和歌山医大皮膚科名誉教授・高槻赤十字病院名誉院長） 

演題２：皮膚がんは自分で見つけて皮膚科を受診しましょう 

（宮地良樹／京都大学皮膚科名誉教授・静岡社会健康医学大学院大学 

学長） 

（３）委員を中心とした例会を開催した。 

１）第８１回：令和６年１０月２７（日） 

演題：「マダガスカルの熱帯林」 

（北島薫／京都大学農学研究科教授） 

２）第８２回：令和７年２月２３日（日） 

演題：「町医者九代～関以西蘭学嚆矢として～」 

（小石元紹／医療法人究理堂小石医院理事長） 

（４）季刊誌「環境と健康」全巻分を当財団 HP 上での公開を継続した。 

 

 

４．放射線照射利用の促進 

放射線照射技術は工業、医療、農業など多くの分野で使用されているが、その 

利用の実態は市民にはほとんど知られていない。そこで、当財団では放射線照射 

利用の促進と知識の普及を目的として、1998(平成 10)年、放射線照射利用促進 

協議会（JAPI）を組織し、放射線照射利用の状況を人々に示し、また、人々の理 

解が進むことを目指して活動を進めている。そのような中、2011(平成 23)年 3 

月に発生した東電・福島第一原発事故は安全に対する取組みを見直すとともに、 

放射線照射をはじめ原子力利用についての理解を求めることの重要性を再認識 

させることになった。2020年に入ってのコロナ禍も現在では終息しているので、 

通常の活動に戻っている。平成６年(2024)年度は 

１）協議員会、講演会および総会を開催した。 

  講演会：2024.7.2 「浜松フォトニクスにおけるレーザ核融合発電への取 

り組み」（（株）浜松フォトニクス中央研究所 川崎利幸） 

講演会：2025.2.14「イオンビーム育種で生まれたカドミウム低吸収米」 

（元 QST 高崎量子応用研究所 小林 泰彦） 
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２）ニューズレターの発行：Vol.27, No.1～No.4、(4，7，10，1 月に発行) 

主な記事：レントゲン祭とキューリー祭を知っていますか？、新し 

い活動の場を考えよう、放射線殺滅菌で微生物との戦いに挑む、ア 

イソトープと共に 46 年、キノコと殺菌・滅菌、放射線殺滅の将来に 

期待して、ジャガイモと食品照射 

３）他組織との交流： 

ONSA との連携強化を進めるとともに、関西原子力懇談会、大阪府立 

大学等関西に本拠を置く放射線関連の組織･団体の行事に参加、また、 

量子放射線利用普及連絡協議会とも情報の交換を行った。 

 

 

５．その他 

調査研究等活動の成果を積極的に社会に還元・発信するために、今年度も引き続 

  きホームページ http://www.taishitsu.or.jp の維持管理を行った。 

 

 

Ⅱ 収益事業等  

Ⅰの公益事業の実施に伴い、附随的に行う収益事業等として次の事業を行った。 

１．ナリネ菌製剤等健康食品の発売  

（株）ナウカコーポレーションが総販売代理店として市販を行っている健康 

食品｢ボンナリネ｣・「ボンピュアー」・「ビュークレール」について、当財団を 

販売者として名称使用することの許諾を継続した。 

   「ビュークレール」については、既に「機能性表示食品」としての認可を 

受けて販売している。｢ボンナリネ｣については原材料見直し後、パッケージも

リニューアルした。 

 また、財団主催の講演会要旨集に特別販売価格での広告を掲載し、購買者 

を募った。 

 

２．研究助成並びに奨励事業  

本財団の事業目的に適合する研究・調査等を行っている学会や、協会、研 

 究機関等に対する助成を行った。
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附属明細書 

１.受託研究・共同研究事業 

テ  ー  マ 委  託  者  等 

受託研究事業  

高自然放射線地域住民のがん・非がん疫学調査

および非がん健康調査 

（一財）電力中央研究所 

 

２.研究助成・奨励事業 

テ  ー  マ 助  成  先 金  額 

  
円 

(一社)日本放射線影響学会 賛助会員 理事長 田代 聡 50,000 

合   計  50,000 
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３．研究業績  

 １）著書   

大学生活をより豊かに-どう過ご

すかはあなた次第です- 

文芸社 ISBN978-4-286-25461-6 玉木長良 

『養生七不可指南書―杉田玄白

に学ぶ長生きの秘訣』 

 

特定非営利活動法人杉田玄白・小

浜プロジェクト編、 

はじめに p.1-4,2024 年 6 月 30

日発行, 晃洋書房 

小西淳二 

解体の第一人者 小石元俊と杉

田玄白  

『特別展 小浜藩医 杉田玄白

の挑戦―『解体新書』出版 250 年 

図録』 2024 年 7 月 20 日編集・

発行、p.91ー93 

福井県立若狭歴史博物館 

小西淳二 

小浜藩医 杉田玄白の挑戦―『解

体新書』出版 250 年記念特別展を

開催してー 

p.1−3, 百万遍通信  

No.194,2024 年 10 月 31 日発行 

イメリタスクラブ 

小西淳二 

 

２）総説 

心臓核医学による冠微小循環障害

の評価 

Heart View 28(9):  

870-874, 2024 

真鍋治、三浦史郎、相川忠夫、玉

木長良、真鍋徳子 

FDG-PET/CTにおける Dynamic 

PET imagingによる良悪性鑑別別 

Rad Fan 22(10): 

38-42, 2024 

小谷知也、玉木長良、山田幸美、

秋山新平、金山大成、中井義知、

山田恵 

アイソトープと共に 46年 JAPI (放射線照射利用施設促進

協議会) Newsletter 27(3):  

1-3, 2024 

玉木長良 

(202 (2024)高自然放射線地域住民 

健康影響調査 

研究調査報告書（上期分） 

2024 年 9月 13 日 p.1-8 

(公財)体質研究会 

監修：中村清一 

(202 (2024)高自然放射線地域住民 

健康 健康影響調査 

研究調査報告書（年度分） 

2025 年 2月 28 日 p.1-13 

(公財)体質研究会 

監修：中村清一 

 

３）論文 

Cardiovascular imaging in  

cardio‑oncology.  

Jpn J Radiol 42(12): 

1372-1380, 2024 

Tamaki N, Manabe O, Hirata 

K. 

Improvement of motion artifacts 

using dynamic  

whole-body 18F-FDG PET/CT  

imaging. 

Jpn J Radiol. 42(4): 

374-381, 2024 

Kaji T, Osanai K, Takahashi A,  

Kinoshita A, Satoh D, Nakata  

T, Tamaki N 
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Dynamic FDG PET/CT for 

differentiating focal pelvic 

uptake in patients with 

gynecological cancer. 

Sci Rep. 2024 Nov 

27;14(1):29499.doi:10.1038/s41 

598-024-81236-x. 

Yamada S, Kotani T, Tamaki  

N, Nakai Y, Toyama Y,  

Nishimura M, Nakamura Y, 

ii T, Yamada K  

 

４）講演 

FDG imaging for assessing  

cardiovascular inflammation.  

(Keynote lecture) 

The 20 th Hangzhou International  

Molcular Imaging Conference (HIMIC  

2024) Oct 25-27, 2024 (Hangzhou,  

China) 

Tamaki N 

 

５）学会発表その他 

Revealing the hidden depths of Takotsubo 

syndrome: The crucial role of PET in  

understanding and managing cardiac  

microvascular dysfunction. (Editorials) 

J Nucl Cardiol. 37, 101878 July  

2024 

Manabe O,  

Tamaki N 

次の世代に引き継ぐ役割 百万遍通信 No 192: 4-6, 2024 玉木長良 

魅力あふれる人との出会いと、恵まれた環境での業 

務. 私の RI履歴. 

ISOTOPE NEWS 275(10): 46-51,  

2024 

玉木長良 

小浜藩医 杉田玄白の挑戦―『解体新書』出版 

250 年記念特別展― 

美術の窓 視点 

493：p158−159,2024 

小西淳二 

新年のご挨拶 『解体新書』出版 250 年展を巡 

って  

 

さんさん会誌 23：p.5-6, 

2025年1月13日発行 

京都大学医学部附属病院放射線医学 

さんさん会 

小西淳二 

蛇齢 7 歳を迎えるにあたって  百万遍通信、195、2025 花井俊彦 

How does the AI doctor determine personal  

health conditions  

2024-1014  

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXXIII Against Chronic Kidney  

Disease  

2024-0915   

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXXII Covid-19 updated 3  

Natural infection inhibitors   

2024-0825   

http://hanai-toshihiko.net 

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXXI Covid-19 updated 2  

Practical use of current medicines  

2024-0815   

http://hanai-toshihiko.net 

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXX Covid-19 updated 1  

Fundamental and Inhibition  

2024-0805   

http://hanai-toshihiko.net 

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXIX Biomarker for senile 

dementia 3  

2024-0727   

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXVIII Biomarker for senile 

dementia 2  

2024-0720 

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXVII KP.2 and KP.3 binding 

with ACE-2  

2024-0629   

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 
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Visualization XXVI Biomarker for senile 

dementia 1  

2024-0622  

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXV Biomarker for Kidney 

Disease 3 Creatine Kinase  

2024-0614   

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai, 

Visualization XXIV Biomarker for Kidney 

Disease 2 Guanidinoacetic acid  

N-methyltransferase , 

2024-0604 

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XXIII Biomarker for Kidney 

Disease 1, Glycine amidinotransferase  

2024-0529   

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai, 

Visualization XXII JN.1 S-RBD and ACE-2 

interaction inhibitors  

2024-0520 

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai, 

Visualization XXI Steric hindrance, a key 

factor of enzyme selectivity , 

2024-0510  

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai 

Visualization XX Glycosylation Effective 

derivatization  

2024-0503 

http://hanai-toshihiko.net  

Toshihiko 

Hanai, 

Visualization XIX Quantitative analysis of  

enzyme selectivity  

2024-0430  

http://hanai-toshihiko.net, 

Toshihiko 

Hanai, 

Visualization XVIII Possible RNA medicine 

candidates for kidney disease patients 

2024-0420 

http://hanai-toshihiko.net,  

Toshihiko 

Hanai, 

Binding inhibitors 17, Visualization XVII  

Selectivity of inhibitors against variants  

Delta, BA.2.86, and JN.1  

2024-0404 

http://hanai-toshihiko.net,  

Toshihiko 

Hanai, 
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処務概要 

１．役員等に関する事項 

      令和７年４月１日現在（各就任順） 

役  職 氏 名 所      属 

理事 長  玉木 長良 京都医療科学大学学長・北海道大学名誉教授 

常務理事 小林 宣之 （公財）体質研究会総務担当理事 

理  事  中村 清一 （公財）体質研究会研究推進担当理事及び主任研究員 

〃 山岸 秀夫 京都大学名誉教授 

〃 遠藤 啓吾 京都医療科学大学名誉学長・群馬大学名誉教授 

〃 宮地 良樹 静岡社会健康医学大学院大学 理事長兼学長 

評議 員  篠山 重威 京都大学名誉教授 

〃 山室 隆夫 京都大学名誉教授 

〃 小野 公二 大阪医科薬科大学 BNCT 共同臨床研究所 所長 

〃 木下 冨雄 （公財）国際高等研究所フェロー 

〃 清水  勇 京都大学名誉教授 

〃 辻川 明孝 京都大学大学院医学研究科眼科学教授 

〃 宮越 順二 元京都大学特定教授 

監  事  中田  均  中田税理士事務所 

〃 楠野 理史   公認会計士、税理士 

顧  問 小西 淳二 京都大学名誉教授 
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２．会議に関する事項 

【理事会】    

開催年月日 議  事 ・ 事  項 結果 

第 33 回 

 

R6.5.29 

【議案】 

１．令和５年度事業報告書（案）について 

２．令和５年度財務諸表等（案）について 

３．理事長の交代（案）について 

４．第１５回評議員会議案等について 

【報告事項】 

１．理事長、常務理事等の職務執行状況について 

【その他】 

１．兼務状況変更届出書について 

 

可決 

可決 

可決 

可決 

 

臨時理事会 

(みなし決議) 

R6.6.14 

【議案】 

代表理事の選定（案）について 

 

可決 

臨時理事会 

(みなし決議) 

R6.9.18 

【議案】 

基本財産から流動資産への繰り入れ（案）について 

 

可決 

第 34 回 

理事会 

R7.3.13 

【議案】 

１．令和７年度事業計画書（案）について 

２．令和７年度収支予算書並びに資金調達及び設備投資の 

見込（案）について 

【報告事項】 

１．理事長、常務理事等の職務執行状況について 

【その他】 

１．第３５回理事会（定例）の日程（案）について 

 

可決 

可決 

 

 

 

 

 

【評議員会】   

開催年月日 議  事 ・ 事  項 結果 

第 15 回 

 

R6.6.14 

 

【議案】 

１．令和５度財務諸表（案）の承認について 

     ２．理事長の交代（案）について 

理 【報告事項】 

１．基本財産から流動資産への繰り入れについて 

２．令和５年度事業報告書について 

３．令和６年度事業計画書及び収支予算書等について 

【その他】 

１．兼務状況変更届出書について 

 

 

可決 

可決 

 

 

 

 

 

 

 


